
　
五
月
十
四
日

　
朝
屋
上
菜
園
に
生
ゴ
ミ
埋
め
、
雑
草
取
り
他
。
イ
チ
ゴ
を
つ
ん
で
喰
べ
る
。

甘
酸
っ
ぱ
い
味
で
お
い
し
い
。
思
い
立
っ
て
下
の
菜
園
に
ナ
ス
、
ト
マ
ト
、

ピ
ー
マ
ン
の
苗
植
え
る
。
レ
ン
ギ
ョ
、
ノ
コ
ギ
リ
草
も
植
え
る
。
上
の
菜
園

に
再
び
上
り
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
サ
ル
ビ
ア
を
植
え
る
。
十
二
時
半
迄
土

い
じ
り
で
過
ご
す
。
十
五
時
研
究
室
。
い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
す
す

め
る
。
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
の
為
に
森
川
嘉
一
郎
君
来
室
。
手
違
い
が
あ
り
、
Ｇ
ス

タ
ジ
オ
は
学
生
不
在
で
、
森
川
氏
と
若
干
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
ド
イ
ツ
、
ワ

イ
マ
ー
ル
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
大
学
で
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
が
建
ち
上
げ
た
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
の
プ
ラ
ン
、
こ
れ
は
世
界
中
を
共
に
動
こ
う
と

い
う
、
我
々
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
か
、
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
は
持
前
の
ス
テ
デ

ィ
ー
な
企
画
力
で
ド
イ
ツ
で
先
ず
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の

Ｇ
ス
タ
ジ
オ
と
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
・
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
の
連
携
を
リ
ア
ラ
イ
ズ
す
る
事

を
決
め
た
。
森
川
君
の
出
番
で
あ
る
。
未
来
は
仲
々
に
困
難
さ
に
満
ち
て
い

る
が
、
Ｇ
ス
タ
ジ
オ
の
一
つ
の
核
が
少
し
は
視
え
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
上

海
、
モ
ス
ク
ワ
、
ウ
ウ
ベ
キ
ス
タ
ン
を
関
連
づ
け
た
い
。
森
川
君
、
石
井
君

等
と
早
大
前
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
談
笑
し
、
十
七
時
半
研
究
室
に

戻
る
。
α
社
長
若
松
氏
と
連
絡
、
今
夕
会
う
事
に
な
る
か
な
。
来
週
は
北
京

に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
の
準
備
を
す
る
。

　
十
八
時
半
若
松
氏
来
室
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
に
関
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
関
し
て
の
打
合
わ
せ
。
十
九
時
半
高
田
馬
場
も
め
ん
屋
で
若
松
氏
と
会

食
。
モ
ス
ク
ワ
、
チ
ェ
ル
ノ
ゴ
ロ
フ
カ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
打
合
わ
せ
で
安

藤
十
五
分
程
参
会
す
る
も
実
り
な
し
。
二
十
三
時
迄
、
青
森
若
松
家
の
話
し

等
を
聞
き
、
色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
若
松
氏
の
α
社
は
現
在
、
日
本
で

六
、
七
番
目
位
の
Ｉ
Ｔ
カ
ン
パ
ニ
ー
な
の
だ
が
、
Ｉ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
は
一
、
二

番
じ
ゃ
な
く
て
は
世
界
に
は
通
用
し
な
い
現
実
が
あ
り
、
そ
れ
で
若
松
氏
は

頑
張
っ
て
他
領
域
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
わ
け
で
、
そ
こ
の
辺
り
が
解
ら
ぬ

と
新
世
界
は
の
ぞ
き
込
め
な
い
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
し
い
試
行
を
重
ね
て
い

る
。
二
十
三
時
四
〇
分
世
田
谷
村
に
戻
る
。
明
日
は
、
い
さ
さ
か
熟
慮
を
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
担
当
に
関
し
て
、
週
初
め
に
決
断
す
る
。

　
五
月
十
五
日

　
七
時
半
起
床
。
新
聞
を
読
む
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
は
暴
動
状
態
に
な
っ
て

い
る
。
ソ
連
邦
の
崩
壊
は
中
枢
の
ロ
シ
ア
で
は
な
く
、
周
縁
に
混
乱
状
態
を

引
き
起
し
続
け
て
い
る
。

　
藤
森
照
信
氏
よ
り
「
人
類
と
建
築
の
歴
史
」
送
ら
れ
て
、
読
む
。
相
変
わ

ら
ず
面
白
い
。
縄
文
建
築
、
巨
石
文
化
の
体
験
か
ら
の
直
観
が
歴
史
の
形
式

を
借
り
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
カ
バ
ー
コ
ラ
ム
で
書
評
し
て
み
る
つ
も
り
に

な
る
。
最
終
章
の
ま
と
め
は
余
り
に
も
大
胆
な
仮
説
で
、
こ
れ
が
藤
森
流
な

の
だ
が
、
私
な
り
に
い
さ
さ
か
荒
い
と
感
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
読
み
始

め
る
と
終
り
ま
で
止
ま
ら
な
い
筆
力
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
午
後
よ
り
土
い
じ
り
、
下
の
菜
園
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ュ
ウ
リ
を
植
え

込
む
。
ひ
ま
わ
り
も
植
え
た
。
屋
上
菜
園
に
は
夕
顔
、
ひ
ま
わ
り
、
矢
車
草
、

風
船
か
づ
ら
の
種
を
ま
い
た
。
十
五
時
半
修
了
。
と
同
時
に
雷
を
と
も
な
っ

た
激
し
い
夕
立
来
る
。
実
に
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。
十
六
時
前
、
日

曜
日
を
つ
ぶ
し
て
北
京
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
作
成
し
て
い
る
若
松
氏
に
電
話

を
入
れ
る
。
銀
河
鉄
道
計
画
モ
ス
ク
ワ
ス
ケ
ッ
チ
。
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